
新しい人生

海津市 村上敏和

就農 体験発表



1. 経営概要

• 就農地:  海津市 海津町

• 就農時期:  令和１年７月

• 経営面積:  冬春トマト ２０a

• 労働力:  本人、パート２名



2. 就農の経緯

• 愛媛県出身 高専、工業大学卒業

• 岐阜県内の自動車部品メーカーに 約３０年勤務

システム開発、管理職などに従事

• 岐阜県就農支援センターにて、トマトの栽培を研修



3. 就農の動機

• 自然が好き ( 趣味: 軽登山 ウォーキング): 

自然に関連した仕事がしたい。

• 人生は一度だけ: 

今までの生き方と１８０度異なる「新しい人生」を歩みたい。

• 新しい農業を学ぶ場があり、しっかりと研修ができそう。



4. 就農状況

• 研修と 就農後の違いが多々あり:  全然甘くない。試行錯誤の連続。

• １年目は 研修で学んだことを 一生懸命実践:

収穫量は 目標をほぼ達成 (ビギナーズラック)。

• 苦労の連続:  パートさん２名が 家庭の事情で突然退職。

募集しても なかなか応募が来ない。

• トマトの病気が止まらない:

発見後、農薬などで対応したが、もぐらたたき状態。



4. 就農状況

• ２年目は、１年目の経験を生かした 農業経営を実践している。

目標: 病気をできるだけ出さない。収穫量を前年比 1.2倍に

方策: トマトの樹の状態をよく診て、病気の予兆があれば

早めに対応 (予防の消毒)

できるだけセミナーや研究会に参加。増収の栽培方法を

取得、実践 (病気の予防、CO2の積極的施用など)



4. 就農状況

• パートの人と良好な関係が取れており、明るい職場が
作れている。

• ラジオから音楽や楽しい話が流れている。休憩時間は
笑い声が溢れている。

• パートさんの中には、積極的に農業に対して学ぼうと
している人もいる。作業の改善提案もあり。



5. これから
就農を考えている方へのメッセージ

• 人生は一度しかない。

やらなかったことを後で後悔するより、

やり尽くしてからの後悔のほうが全然よい。

• 自分のハウスで二年目なので、まだまだやり尽くして

いるとは言えない。



• 様々な試練が降りかかってくるが、周りの人と仲良くしている

と、誰かが相談に乗ってくれたり手を差し伸べてくれる。

• 根拠のない自信をもって前に進むのも楽しい。

• ただし、家族の方とはしっかり話をして、気持ちよく新しい

人生に踏み出せるように協力をしてもらうことは大切である。

いつか何かあったときに、気兼ねなく頼れるのは家族である。

5. これから
就農を考えている方へのメッセージ



ご清聴ありがとうございました。

• 人生は一度しかありません。

よく考えて、よく話し合って、自分の人生を

もう一度見直してはいかがでしょうか。

6. 最後に


